
 

２０１３年６月１７日 

渋谷駅地区 駅街区における都市計画の決定について 

 

東 京 急 行 電 鉄 株 式 会 社 

東 日 本 旅 客 鉄 道 株 式 会 社 

東 京 地 下 鉄 株 式 会 社 

 

渋谷駅地区駅街区においては、東京急行電鉄株式会社、東日本旅客鉄道株式会社、東京地下鉄株式

会社が２０１３年１月２３日に都市再生特別措置法に基づく都市再生特別地区の都市計画提案を東

京都知事に対して行っておりましたが、本日、東京都において都市計画決定がなされましたのでお知

らせいたします。 

当街区は、本決定をもって開発の計画段階から、具体化の段階に移行してまいります。 

  

計画建物は渋谷駅周辺地区では最大級となるオフィス（貸床面積約７万㎡）と商業施設（店舗面積

約７万㎡）をあわせもち、世界から常に人と注目を集め続けるまちを実現する中心的役割を果たして

いきます。同時に東西駅前広場をつなぐ自由通路の拡充や、アーバン・コア（エレベーターやエスカ

レーターにより多層な都市基盤を上下に結び、地下やデッキから地上に人々を誘導する、まちに開か

れた縦軸空間）の整備、駅街区と宮益坂上方面、道玄坂上方面をつなぐスカイデッキの整備、災害時

に帰宅困難者を受け入れる一時滞在機能の整備などを行い、全ての利用者にとって、安全で快適なま

ちの実現を目指します。 

 

また、建物の低層部や広場の整備においては世界的に高い評価を受けている隈研吾建築都市設計事

務所およびＳＡＮＡＡ事務所をデザインアーキテクトして起用するなど、大規模ターミナル駅を中心

とする都市再生のモデル的プロジェクトとなるとともに、渋谷の活性化のみならず、日本全体のます

ますの発展につなげてまいります。 

 

本開発計画の概要は別紙の通りです。 

以 上 

 

 

 

 

 



 

□計画建物の概要 

事業主体    東京急行電鉄株式会社 

  東日本旅客鉄道株式会社 

東京地下鉄株式会社 

所  在  東京都渋谷区渋谷二丁目２３番 外 

用  途  事務所、店舗、駐車場等 

敷地面積  約 １５，３００㎡ 

延床面積  約２７０，０００㎡ 

階  数  東棟：地上４６階 地下７階、中央棟：地上１０階 地下２階、 

西棟：地上１３階 地下５階 

高  さ  東棟：約２３０ｍ、中央棟：約６１ｍ、西棟：約７６ｍ  

設 計 者  設計：渋谷駅周辺整備計画共同企業体（日建設計・東急設計コンサルタント・ 

ジェイアール東日本建築設計事務所・メトロ開発） 

   デザインアーキテクト：日建設計、隈研吾建築都市設計事務所、ＳＡＮＡＡ事務所 

予定工期  ２０１３年度～２０２７年度 

開業予定  東棟：２０２０年  中央・西棟：２０２７年 

 

■計画地 

 

（別 紙） 



 

■計画建物イメージパース（原宿方面より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■駅前広場およびデッキのネットワーク（スクランブル交差点付近上空より） 

計画建物や広場をつなぐ多層の歩行者ネットワークを整備することで、まちの一体感を高めます。 

   

渋谷ヒカリエ 駅街区 道玄坂街区 

東棟

中央棟
西棟

４階広場 

渋谷ヒカリエ 

道玄坂街区

西口駅前広場

（ハチ公広場） 

渋谷マークシティ 

スクランブル交差点 

３階 ＪＲ線改札３階 東京メトロ 

銀座線改札 

西棟
中央棟

東棟



 

■駅街区と道玄坂方面をつなぐデッキ（下記位置図の矢印方向を望む） 

３階のＪＲ線・銀座線改札と道玄坂方面をつなぐデッキを整備し、駅西側へ移動する歩行者の利

便性を高めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
■東口アーバン・コア周辺の将来イメージ図 

 東急東横線・東京メトロ副都心線とＪＲ線の乗換空間の集約化を図るとともに、バリアフリー動線の整

備を行います。縦移動の空間として視認性が高く、まちに対して開かれた駅前のランドマークとなるデザ

インとします。 

 

４階広場 

（位置図） 

渋谷ヒカリエ 渋谷駅街区開発計画 

東棟 中央棟・西棟 

渋谷川 
東横線・副都心線 

渋谷ヒカリエ前改札口 

東横線・副都心線 

渋谷ヒカリエ前改札口 

渋谷警察署 

首都高速道路 

国道２４６号線 

東棟 中央棟・西棟 

渋谷警察署 

首都高速道路 

国道２４６号線 

東口アーバン・コア 東口アーバン・コア 

： エレベーター 

１階ＪＲ線改札口 
渋谷川 

３階 ＪＲ線改札

１階ＪＲ線改札口 


